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竹浦 獅子振り (竹浦獅子振り保存会)

民謡 ･ 舞踊 (女川町民舞連)

チ ェ ロとピアノ演奏 (B 山e)

パン トマイム (森文子)

バイオリン独奏 (荒井俊子)

歌 ･ 詩の朗読 (地元の若者)

歌 ･ ギタ ー ･ ウク レレ ･ 月琴 (ph oka)

映画 ｢新地町の漁師たち｣ 上映会 (監督 ･ 山田徹)

新地町の漁師 & 地元の漁師 & 映画監督ト
ー ク

｢女川海物語｣ 写真展 (小岩勉)

手回しオル ガン (石川明)

紙ランタン (地元ア ー

テ ィ スト)

絵画展 (地元ア ー

テ ィ スト)

懐かしい写真展 (地元ア
ー

テ ィ ス ト)

小さいお店 ( いろいろ)

エ コ 生活指南 t 気ガス節約 栄養美味しさア ップ なべ布団で作る料理実演

なべ布団作り実演 (参加希望は事前申し込み)

｢ち ょこ つ とあそばう｣ コ
ー ナ ー

(保健室の あねぎん)

｢自然と遊ぼう｣ ワ
ー

クシ ョ ッ プ

｢大きな障子紙にみんなでお絵描き｣ ワ
ー クシ ョ ッ プ

その他続々 (お楽しみに)
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見終えてすぐに ､ あの日､ 浜辺に打ち上げられていた､ 美しい大漁旗を想 っ た｡

震災の日から - か月ほど種 っ て､ まず出かけたの は､ 幼 い 頃に父と魚釣りに通 っ た

相馬や新地の岸辺や港だっ た｡ あらゆるものが根こそぎ奪われ､ 津波の牙と爪のあと

だけが生々しく至るところにあっ た｡

砂 に埋まるようにして､ 錦の旗はあ っ た｡ 私の知 っ て いる海辺の風景はもう戻 っ て

こないのではあるまいか｡ 立ち尽くして震えた
…

｡ その瞬間を想い出した｡

この映画には､ 震災後の真実がある｡ 悲しみと慈りと希望とがある｡

この監督の人柄なのだろう｡ ある時には気の荒い ､ しかし人懐こい漁師きんたちと

深 い笑顔を交わし合 って いる姿が､ フ イルムから伝わっ てくる ｡ ある いは眼前の真実

に
､ やはり立ち尽くし震えながら､ それでも視線を逸らさずに追う若々しく誠実な情

熱が｡
一 本の中に時の全てが詰ま っている｡ 映画の光と闇の中で､ 無数のさざなみの音に

耳を傾けてほ しい｡ 震災があ ったから願うのではないのだ｡

私たちはみな､ い つも波と共に生きているのだ｡

｢安波祭｣ と いう祭りの日､ 船から掲げられた大漁旗が舞う､ 美しい シ ー ン に誰し

もが心惹かれるだろう｡ 笑顔で見上げる子どもたちと､ それを見守る漁師たち｡

この子たちに海を返してあげたい｡ 信じること｡ 祈ること｡

旗を跳ねる空からの光｡ 風に吹かれることの瞬きを､ 今 の暮らしの波打ち際でそれ

ぞれに感 じてほしい ｡

和合亮 一 (詩人)

上映会
1 3 :3 0
監督 ･ 製作 : 山田徹

音楽 : 3 日満月

製作年月: 20 1 6 年

時間: 89 分

協力: 相馬双葉漁業協同組

合､ 相 馬双葉漁業協同組合

新地地区､ 株式会社自由工

房､ 株 式会社 い ちまるよん
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新地町の漁師 & 地元の漁師

映画監督ト ー ク 1 5 :0 0

蒜蒜蒜蒜絵描き8 月5 日

P h o k a コンサ
ー ト1 7 :0 0

P h o k a ( ホカ) 新潟県柏崎市出身 歌 ･ ギタ
ー
･ ウクレレ ･ 月琴

2 0 0 9 年はじめての旅の上､ 屋久島にて突然に歌がはじまる｡

声を捧げるように歌い紡ぐその昔は､ 喜びと､ 今 に在る全て へ の賛美｡

呼ばれたところへ ､ どこまでも､ 歌う旅の中｡

私は日本中を旅まわりながら歌をうたっています｡

道中に立ち寄れる原発は必ず訪れます｡

どんなところに建 っ ているのかを知りたいのです｡

はじめて女川原発を訪れたときのことは鮮明に覚えています｡

それは､ あんまりにも美しいところだっ たからです｡

透き通る海の青きに､ ひろがる風景に､ とても感動しました｡

原発のあるところは､ 誰かの大切なふるさとであり､ 様々な生き物のイ

どんな権力も法律も手の出すことのできない ､ 誰にも汚すことのできフ

女川とその周辺に住む人々と､ そこに生きる全てと､ その土地が癒さ

( 土) 1 0:0 0 -1 5 :00

会場: 女川小学校体育館

障子紙こ墨と鮮)具巴 大漁旗

または好きなものを措きます｡

作品は持ち帰ったり､ 夏の文†ヒ

祭を彩ったりします｡ 大人も子

どもも
､
どなたでも参加できま

す; 出入り自由ですも




